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別紙 5-1 

別紙-5 ハーフパワー法について 

 

加振力 tiFe を受ける１自由度系の振動方程式は式(1)で表される。 
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上式の解を tiAex として，式(1)に代入すると， 
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となる。 

よって，加振力 tiFe に対する変位の振動伝達特性の振幅は式(2)で与えられる。 
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いま 1 とすると式(2)の振幅曲線はピーク値付近で p に対しほぼ対称である。 

そこで pより少し低い L 点の振幅を LA とする。 

002/ PLLP より 

’ 



 

別紙 5-2 

22
0

2
0

2
0

222
0

2
0

4/
11

/2/4/2/1

11

k

k
AL

 

一方， 

kk
A

2
1

12
1

2max  

となる。 maxA と LA の比 Rは 
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となる。 2R とすると以下のように簡単になる。 
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よって，周波数応答の 2/maxA を示す周波数 Uf と Lf 及び固有振動数 0f を計測すれば減衰定数

を求めることができる。この減衰定数測定方法をハーフパワー法という（第 5-1 図）。 

 

第 5-1 図 ハーフパワー法 
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【補足事項】減衰定数算定に適用したハーフパワー法の導出式について 

第 5-1 表にハーフパワー法の導出式の比較を示す。別紙 5では，一般的な①相対変位から求め

る導出式を記載した。一方，別紙 4正弦波掃引試験では絶対応答加速度を用いているため，②絶

対応答加速度から求める導出式が，試験方法との整合性からは妥当である。ただし，減衰常数ζ

を求める算定式は，同一の式が得られる。 

 

第 5-1 表 ハーフパワー法の導出式の比較 

 ①相対変位から求める場合 

（別紙 5記載） 

②絶対応答加速度から求める場合 

（別紙 4正弦波掃引試験） 
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